
順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 保健所保健総務課

課の使命
○市民が安全で健康的な暮らしが出来るよう支援します。
○保健所の総務担当課として、所内の業務が円滑に遂行されるよう連絡調整します。また、他部署、他機関との連携が安定的に実施されるよう調整します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

1回

3

個
別
計
画

上手な医療の
かかり方の普
及啓発

市民と医療機関との良好な関係づくり等に関する
情報を、社会状況に応じて提供方法を工夫し発信
します。
また、関心の高い事項を注視しつつ、有用な情報
を効果的に提供します。

普及啓発の回数 4回

2

事
務
事
業
見
直
し

届出方法の周
知による医療
従事者届のオ
ンライン化の
推進

医師等医療従事者届（約6000件）において、オンラ
インによる届出方法を周知することで、オンライン化
を推進し、事務量の削減を図ります。

周知回数 3回

1

個
別
計
画

災害時医療救
護体制の整備

地域防災計画上の救護統括班の活動内容につい
て班内で訓練を実施し、発災時に急増する傷病者
への医療供給体制を迅速に構築出来るように、班
員の対応能力の向上を図ります。

医療救護活動訓練の回
数

4

事
務
事
業
見
直
し

予算の一元管
理に向けた取
組

保健総務課と健康推進課の事務消耗品について、
一元管理により、購入回数を減らします。

購入回数 4回



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

業務知識の継
承促進

課内研修を実施することで、課や係で業務知識を
円滑に継承し、各業務への理解を深め、業務効率
化を図ります

課内研修の実施回数 4回

5

個
別
計
画

「ゼロカーボン
シティまちだ」
に向けた取組

ノートPC等を活用して紙の消費量を削減します。 紙印刷の枚数
179,000枚に
削減（約5％
減）

6 -



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 保健所健康推進課

課の使命 市民一人一人が、健やかで自立した生活を送れる様に、健康づくりの取り組みを推進し、安心して過ごせる為の支援を充実させます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

12回

熱中症による健康被害を防ぐため、市民への熱中
症予防に関する普及啓発を行います。
また、庁内横断的に熱中症対策を推進するため、
庁内の連携体制を構築します。

庁内連携体制の構築
庁内連携体制
の構築

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

自殺対策の推
進

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を
目指して、「まちだ健康づくり推進プラン24-31」の
施策の方向性に基づき、各取り組みを実施してい
きます。

普及啓発の実施回数

3

個
別
計
画

がん予防対策
の推進

市民に対して効果的ながん検診の受診勧奨を検
討・実施し、国の推奨しているがん検診の受診率向
上に努めます。

市民への普及啓発回数 9回

2 -
熱中症対策の
推進

4

事
務
事
業
見
直
し

業務・事務の
効率化・サー
ビス向上
（結果通知の
電子化）

「成人健康診査・がん検診等の自己負担金免除申
請」及び「町田市乳がん・子宮頸がん特例措置申
請」に係る電子申請について、申請者の利便性を
考慮し、結果通知までを電子化することで、受診率
向上に努めます。

結果通知の電子化

結果通知の電
子化に向けた
運用フローや
マニュアルの
整備、調整



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

5 - 業務の効率化

健康推進課への異動者に対し各事業の概要説明
を行うことで、課内の業務内容への理解を深めま
す。
また、各事業における課題を整理し、課内で課題
解決のための手法を検討し、業務の効率化を図り
ます。

課内研修実施回数 3回

予算の一元管
理に向けた取
組

保健総務課と健康推進課の事務消耗品について、
一元管理により、購入回数を減らします。

購入回数 ４回6

事
務
事
業
見
直
し



順
位

進
捗
状
況

評
価

4

個
別
計
画

分野を横断し
た食育推進

講演会の開催や農業体験の実施、SNSによる情報
発信等、市民や関係団体と連携しつつ、事業を
行っています。今後は、食育とは直接関係の無い
分野とも連携し、庁内各課や関係団体がより一体と
なった事業展開を目指します。

分野を横断した食育推
進事業数

2件（2023年度
からの延べ件
数）

2

個
別
計
画

こころの健康
づくりやひきこ
もりなどに関す
る普及啓発

精神疾患やひきこもりなどへの正しい理解や地域
での見守り、必要な相談につながるための普及啓
発を行います。

普及啓発の実施回数 5回

1 -
市民に伝わり
やすい情報発
信の充実

感染症予防の啓発、予防接種制度の周知に関し
て、広報まちだやホームページ以外の媒体を積極
的に活用する工夫を、新たに実施します。

発信方法を新たに工夫
した情報の件数

計画
類型

5件

3

個
別
計
画

難病患者の災
害対応に向け
た体制整備

鶴川地区をモデル地区とし、避難行動要支援者で
ある在宅人工呼吸器使用者を対象に、本人と家
族、専門職や地域関係者と連携して、個別避難計
画のモデル事例を作ります。これまで作成していた
「災害時個別支援計画」から、市の統一的な取り組
みである「個別避難計画」へ移行していきます。

個別避難計画のモデル
作成数

3件

部課名 保健所保健予防課

課の使命 市民一人ひとりが健やかで安心して過ごせるための支援を充実させます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

7

事
務
事
業
見
直
し

事務業務の効
率化

デジタル技術を積極的に活用して、書面手続きの
デジタル化を進める等、業務の効率化と事務運営
の円滑化を図るほか、マイナンバーカードを利用し
た情報連携システム（PMH)の動向に合わせたDX
の推進の取り組みも開始します。

新たな取り組みの件数 5件

6 -
わくわくワクチ
ンプラスの利
用促進

予防接種の通知物やホームページを利用して、わ
くわくワクチンプラス（予防接種スケジュール管理ア
プリ）についての周知・利用促進を行います。

新規登録件数（Web版、
アプリ合計）

1,850件
※2023年出生
数（2,301人）
の8割

5

個
別
計
画

感染症予防計
画の推進

感染症発生に備え迅速かつ適切に対応できるよ
う、感染症対策係及び担当以外の、保健所職員や
医療従事者等の育成を図り、研修及び訓練の実施
により、感染拡大時の対応力を強化します。

保健所職員や医療従事
者等に対する研修及び
訓練の実施回数

3回



順
位

進
捗
状
況

評
価

4

事
務
事
業
見
直
し

事務業務の効
率化（デジタ
ル化）

①国によるマイナンバーカードの利用促進の動向
に合わせて、デジタル庁と連携し、医療DXの実証
実験を実施します。

②乳幼児健診（集団）領域を対象に、マイナンバー
カードを利用した母子保健の電子化等を実施しま
す。

①デジタル庁と連携して
実証実験を実施

②電子化に向けた問診
票の校正

①実施

②2種類

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

妊娠期から子
育て期にわた
る切れ目ない
支援の推進

利用可能月齢の一部拡大と、利用施設の増加で、
産後ケアを必要としている産婦が、よりサービスを
利用しやすくします。

①新規施設数

②産後ケア利用申請数

①1か所

②1,200件

1

個
別
計
画

妊娠期から子
育て期にわた
る切れ目ない
支援の推進

妊婦面接やこんにちは赤ちゃん訪問に加え、国の
出産・子育て応援交付金を活用した経済的支援と
妊娠8か月時点でのアンケートと面接を行う伴走型
相談支援を継続して実施し、必要な家庭に支援を
行います。

出生世帯数に対する
面接の実施率

計画
類型

85％以上
※「まちだ健
康づくり推進
プラン24-31」
で設定してい
る目標値

3

個
別
計
画

乳幼児健康診
査のきめ細か
い実施

①成瀬コミュニティセンターで乳幼児健診を実施し
ます。

②1か月児健診、5歳児健診新設の開催に向けて、
関係機関との調整や、近隣市等の動向調査を行い
ます。

①成瀬コミュニティセン
ターでの乳幼児健診実
施

②実施概要の作成

①実施

②作成

部課名 保健所保健予防課　母子保健担当

課の使命 市民一人ひとりが健やかで安心して過ごせるための支援を充実させます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

5件8

個
別
計
画

予防歯科の推
進

20代以上の幅広い年代を対象にかかりつけ歯科医
での定期健診や予防処置を促進する為、新たな普
及啓発を実施します。

20代以上を対象とした普
及啓発の実施回数

7

個
別
計
画

予防歯科の推
進

高齢者歯科口腔機能健診及び「口トレ～まちだお
口を元気にするトレーニング（以下『口トレ』）の普及
啓発を継続して実施します。

高齢者歯科口腔機能健
診及び口トレの普及啓発
事業件数

7件

6

個
別
計
画

「ゼロカーボン
シティまちだ」
に向けた取組

事業で使用する紙記録や会議で使用する紙資料
等について、オンライン化や電子記録の活用を通
して、紙の削減に取り組みます。

紙資料の印刷枚数
2023年度比
10％減

5

事
務
事
業
見
直
し

事務事業見直
し

デジタル化をはじめ、「予算の集約」「事務業務の
効率化」「資産の活用」等の観点から、中事業ごと
に事務事業を見直します。
デジタル化の取組の一つとして、ファーストバース
デーサポート事業でデジタルギフトを導入します。

実施件数 4件



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 保健所生活衛生課

課の使命
・生活衛生に関する正しい知識や情報を行き渡らせ、市民の安全で健康的な暮らしの創造を支援します。
・生活衛生関係事業者の自主的な衛生管理を推進し、衛生管理が行き届いた安全な生活環境を実現します。
・市民・関係団体の相互理解と協調による動物との共生社会を実現します。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

8回

3

個
別
計
画

公衆浴場等に
おける衛生対
策の推進

公衆浴場・旅館業の入浴施設及びプール運営施
設に立入検査を実施し、設備に応じた適切な衛生
対策を指導します。水質検査を実施してレジオネラ
属菌が不検出となることを確認します。

立入検査実施率 100%

2

個
別
計
画

食品等事業者
による自主的
な衛生管理の
推進

食中毒等を防止するため食品関連施設に対し計
画的に監視指導を行い、自主的な衛生管理を推
進します。

町田市食品衛生監視指
導計画に基づく立入検
査実施率

100%

1

個
別
計
画

災害時動物対
策の普及促進

ペットの飼い主や避難施設の運営従事者などに対
し、災害時の避難方法や平時の準備、避難施設で
の動物の取り扱いなどについて普及啓発を行いま
す。

災害時動物対策の普及
啓発数

4

事
務
事
業
見
直
し

マイクロチップ
装着補助事業
の効果検証

2022年6月の法改正により、マイクロチップの装着
等が義務化されました。それを踏まえ、補助制度の
効果や必要性などについて検証・分析を行いま
す。

補助制度の見直し 実施



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

5

事
務
事
業
見
直
し

事務事業の効
率化

電子申請（犬の死亡届）の利用促進、食品衛生に
関する広報誌のデジタルツールを活用した発信な
どに取り組みます。
また、環境衛生事業に関わる申請届出事務の効率
化を進めていきます。

新たな取り組みや見直し
を行った事業数

3事業


